
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

研究内容： ステンレス箔テープヒータの解析・評価と制御システムの開発 

 

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ステンレス箔は,ステンレス素材を高精

度な圧延により，板厚 100μm以下まで薄

くしたもので，精密部品の材料として広く

使用されている．一方，その材質の特性か

ら，アルミ箔，銅箔に比べて耐食性，強度，

電気抵抗に優れている．このことからステ

ンレス箔をテープ状に整形し，樹脂で被覆

することで100℃以下の低温ヒータとして

使用することが考えられる（この様なテー

プ形状のヒータをテープヒータと称す

る）．この低温型ヒータの用途としては，

温床マット，配管の凍結防止，園芸農作物

の加温などが考えられる． 

ステンレス箔テープヒータの利活用技

術は，ステンレス箔の応用技術の観点か

ら，また，優れた特性を持つヒータとなる

可能性の観点から，重要であると考える． 
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技術相談 

提供可能技術： 

・マイコンによる制御技術 

・制御システム設計、シミュレーション技術 

・マイコン回路の設計技術、プログラミング技術 

 

 

提供可能な設備・機器：  

名称・型番（メーカー） 

赤外線サーモグラフィ・FLIR i3 (FLIR)  

  

  

  

  

 

 


